































































































































































































































































して、テフロンシールの開閉弁、オリフイス径 5mm 併 (SMC 製 VTW2115 型)のもとした。
(3) 照射光源
光重合用照射光源として 500W 超高圧水銀灯(ウシオ電機製 USH-500D) を用いた。照射光は、



























値としてセル内の窒素圧 0.5 気圧時、 60me/ sec の流速を得た。
電磁シャッターおよび電磁バルブはAC100V駆動のため、ソリッドステートリレーを用いたイン







た、 O~数十秒間の光重合過程を in situ に光散乱測定すると同時に反応溶液を逐次採取することが
可能となった。
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